
子ども用車椅子の理解・配慮の取組の報告について 資料 ６

○子ども用車椅子について、子どもが使用していると、その
外観からベビーカーと誤認されてしまうことが多く、電車
やバスの車内で折りたたむよう周囲から言われる等の事
例が発生している。

○昨年の国会において、子ども用車椅子に対する理解が低
いことから広く周知していくことが必要である旨発言が
あったところ。

○子ども用車椅子を使用しなければ外出できない肢体不自
由児がいるが、その認知度は低い。

○国土交通省において、子ども用車椅子についての理解・
配慮をお願いするポスター（Ｂ１版（縦）、Ｂ３版（横）の２種
類）を作成。

○ポスターＢ１版（縦）６，０８０枚、Ｂ３版（横）３６，３５０枚を
送付。９月以降、事業者等の協力のもと、駅や車内等に
て、掲出を実施。

現状と課題

対応状況

○昨年４月、子ども用車椅子の存在について、利用者等に
対し周知を行うなど、当該車椅子に乗ったまま円滑に各
種施設・設備等を利用出来るよう、ご理解・ご協力を依頼。

配布実績



以下のとおり、記事にも取り上げられ、知ってもらうという観
点からは、一定の成果はあったものと考えております。皆様
におかれましては、ポスターの掲示について、引き続きご協
力頂きますようお願い致します。

記事実績


